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ご使用の前に

「「
~ 

付属のへリ力Jレアンテナを完全に装着した状態でお使い

くださいo

・ご使用の前に，つぎの注意事項を確認のうえ，

ご使用ください。

（注）本機に直接カーバッテリー（13.8V）を接

続しますと，故障の原因になりますので

ご注意ください。

ウ

万一トラブJレが生じた場合は，購入店またはサービスス

テーションにどうぞ。
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r 2 .各部の名称と動作説明
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DCLスイッチ

DCLシステムを動作させる時ONに

します。通常のQSOではOFFにして

おきます。

RESETスイッチ

DCL動作をさせ，接続動作が終わる

とCHLインジケーター（櫨）が点灯し

ます。

①このとき RESETを押すと CHLイ

ンジケーターが消えます。この状

態は，相手からのQSYコマンドを

受けつけます。

②再度RESETを押すと， DCL動作

をさせる前の周波数（スター卜周

波数）へもどり， DCLスイッチを

操作する前の状態になります。

TX/BUSYインジケーター

送信時には赤色に点灯します。

受信時に信号を受信してスケルチが

開くと緑色に点灯します。またスケ

ルチツマミが反時計方向に回わされ

てノイズが出ている状態でも緑色に

点灯します。

CALLスイッチ

このスイッチを押すと運用周波数は

MOチャンネルにメモリーした周波数

になり， LCD上に司の表示が出ます。

出荷時は145.000になっています。他

の周波数（サブチャンネル等）にす

る場合はMOチャンネルにその周波数

をメモリーします。

このスイッチがONのときはキーボー

ドで周波数をかえることはできなく

なります。

VOL（音量）ツマミ

電源のON OFFスイッチと受信の音

量調節ツマミが兼用となっています。

左に回し切ると電源が切れます。

SQL（スケルチ）ツマミ

このツマミは，無信号時の「ザー」と

いう雑音を消すために使います。通

常は時計方向にまわして，無信号時

のノイズが消える位置にセットしま

す。

SCAN （メモリースキャン，プログ

ラムスキャン，オートスキャン）を

させるとき，アラー卜動作をさせる

とき，あるいはDCLシステムを動作

させるときには，このツマミを時計

方向にまわして，無信号時のノイズ

を消しておく必要があります。

Sメーター（受信時）

ノてッテリーインジケーター（送信時）

電池電圧が規定値以上なら緑のゾー

ンを示します。



アンテナコネクター

付属のヘリカルアンテナ（BNCコネ

クター付）を装着します。

HI-LOWスイッチ

送信出力を切替えるスイッチです。

近距離交信では，しowの位置で運用

しますと電池の節約に有利です。

RF ATT(RFアッテネーター）スイッチ

特に大型の外部アンテナ等を使用時

に強力な局により妨害を受けたとき

などに使用します。入力信号を約

20d8減衰させます。

SP（スピーカー）端子

外部スピーカーまたはイヤホン用端

子です。マイク端子と組合わせると

スタンパイ端子となります。

接続図をご覧ください。

各部の名称と動作説明

MIC（マイク）端子

外部マイク用の端子です。別売オプ

ションのスピー力一マイクロホン，

SMC 26が最適です。付属の外部マ

イク用プラグをごイ吏用ください。ま

た PTTスイッチ付マイクを使う場合

には，この端子のアース側をSP端子

のアース側に接続してください。

注）コンデンサマイク周で入力イン

ピーダンス 2.2kQ DC電圧約

4Vです。

ダイナミックマイクを使う場合

はコンデンサ（0.47μF-I μF) 

で DCをカットしてください。

ダイナミックマイクロホン

－－ーインピーダンス 2.2kf! 
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各部の名称と動作説明

／ 

口 一戸lPRIO.CH S.STOP 
キーボード

E口 Cg] 巴E 仁巴.
，.，ロロ

KENWOOD 
周波数の設定をはじめ CHL TJ/IIUSY 

FUNCTION として，多くの機能を

C3:J [fil [JL] 仁巴 持っています。

BS/OS 盟理E廻国 TO/CO M 
抽岡島S

ez:::コE亘コ [ID DIBJ PRIO.CH S STOP 

｜ロコ E亘コ @]  仁豆コ
PS(MS～9) ALERT E署蓮m E冨Eヨ・ I [I] 

開制＂＇酬

E主コ E豆コ [TI 日E [§] OD  仁田
BS/OS E璽霊園 TO,C。 M 

I ezコE亘コ [][] D.liiJ 
I＇在日

ALERT E画面園-[QJ [TI 日E
スピーカー

超薄型のハンディトランシーパー用に開発したスピーカ

ーですロスピー力ーの左上にマイクロフォンがあります。

音声はスピーカー開ロ部よりスリッ卜によりマイクロフ

オンに導びかれます。
＼ J 

／ 

RELEASE BUTTON（リリース・ボタン）

バッテリーを取りはずすときこのボタンを押して，パッ
I TR-esoロ｜剛叫E5l 

デリーパックを左方向にスライドさせます。
j 

バッテリーパック

単 3電池6本を直列で使用します。
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このマークはKEYLOCKスイッチが

ONであることを表示しています。

CALL 

このマークはCALLスイッチがONであることを表示して

います。

このマークは空CHでスキャンが停

止することを表示しています。

.. Cl寸，－，』寸固円二：1.1_,,_, ,_, 
unuim emu 
一一一剛E附 RYjlDDRESS一一一

各部の名称と動作説明

メモリーロックアウト表示

このマークはプログラムスキャン動

作中であることを表示します。

このマークはメモリースキャン動イ乍

を表示しています。

このマークはアラー卜機能が働いて

いることを表示します。

メモリーアドレスの表示を行ないま

す。

このマークはスキャンの再スター’卜がキャリヤによって

コントローJレされることを表示しています。
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各部の名称と動作説明
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l,;HL，＇、’Tツブ・

DCしの接続動作をさせる時に使用し

ます。詳しくは 10ページを参照して

くT三さい。

PTTスイッチ

送信するときは，二のPTT（プレス

トーク）スイッチを押したままスピ

ー力ーに向ってしゃべってください。

TX STOPスイッチ

このスイッチをSTOPにすると，送

信ができなくなりますロポケット等

に入れて持運ぶときにはSTOPにし

てください。 KEY LOCK（キーロック）スイッチ

このスイッチを ONにすると，キー

ボードの操作が全て停止します。し

たがって周波数は変化しませんので

持運ぶときに ONにしておくと，設

定した周波数を固定できます。

また， KEYLOCKした時， LCD内

に4の表示が出ます。

LAM Pスイッチ

LCDテ’イスプレイノTネJレと Sメータ

の夜間照明用ランプスイッチです。

照明用ランプはスイッチが押されて

いる問点灯します。



［｜  

リセットスイッチ

マイコンのリセットスイッチです。

コールサインを書きこむとき，メモリ

ーを一度に全部消したいとき，またハ

ックアップ用のリチウム電池を交換す

るときにイ吏用します。

亡今
亡7

図 1

各部の名称と動作説明

バッテリ ⑥端子

ノてッテリ－8端子
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DCL について

DCLシステム（DigitalChannel Linkシステム）とは，

マイクロコンビューター制御により，空チャンネル

を探して自動的に接続するシステムです。
〔特長〕

1 ）デジタルコードの設定によって，自動的に任意の周波数から

他の空チャンネルで相手局との接続ができるほか，接続周波

数での再呼ぴ出し リコール機能を備えています。

2）デジタルコードは 5桁により多くの組合せができます。さら

に，そのコードのメモリ一機能，を備えています。

3）任意の周波数（スタート周波数）と，接続周波数をメモリーし

て，交互に移動ができるリパース機能を備えています。

4）コールサインを自動的に発射する機能を採用しています。

DCL機能の開始は：

DCLシステムが機能を開始するためには最初に6文字のコールサ

インを書込む必要があります。これを忘れますとDCLシステムが

働きませんのでご注意ください。

コールサインの設定：

右表の10進表示のASCII（アスキーコード）に基ずいて自局のコ

コールサインを書込みます。

例： JAlYKXのコールサイン書込み手順

1 ）電源スイッチを ONにします。

2) DCLスイッチを ONにします。

10 

3) 9頁の図 1のように，中小、俸をケ ス裏側の穴から差入れ，

RESETスイッチを押します。なおリセットをしますとメモリ

はすべて消去きれますので，なるべくメモリ を入力する前

にコールサインの設定をしてくださし～

このとき，ディスプレイの中央に・が表示されます。つぎに

ご自分のコールサインを書込みます。例では，アスキ コード

より， J : 74, A : 65, 1 : 49, Y : 89, K : 75, X : 88とな

ります。

4）したがって，キー操作は， 7, 4, 6, 5, 4, 9, 8, 9, 

7, 5, 8, 8の順に押します。最後の 8キーを押し終ります

とビ プ音で6桁のコールサイン書込み完了を知らせます。

5）キー操作を誤った場合は 3）以降の操作を繰返してください。

6）設定したコールサインは内部でメモリーされていますので，

パックアップ電池の交換時及び背面のRESETスイッチを押し

た時以外は書込む必要はありません。

A : 65 B : 66 。： 67 D 68 

E : 69 F : 70 G : 71 H 72 

73 '.J 74 K : 75 し 76 

M : 77 N : 78 0 : 79 p 80 

Q : 81 R : 82 S : 83 T 84 

U : 85 V : 86 W : 87 X 88 

Y : 89 Z : 90 スペース : 32 

。： 48 49 2 : 50 3 51 

4 : 52 5 : 53 6 : 54 7 55 

8 : 56 9 : 57 



[1 ごイ吏用にあたって
4. 1 電池について

付属の電池ケースの中に単 3型7 ンカ、ン電池，またはアルカリ

電池6本を直列に入れてください。

（単3型マンガン電池は高性能タイプを使用するようお奨めします。）

注）電池（⑥，＠）を正しい方向に入れてくた‘さい。

4.2 電池ケースのセッティング

B 
a 
は

電池ケースのセツティング

e g 
a 
dv v（ー

• 
一ご、～～～一ー

（ ッカド電也）↑

UこJ：カリ、マンガン電池）

リリースボタン

Tea円smitticg・ Im，内cte

Rece1vi円巨 3minutes 

AF OUTPUT・ 0.6V8Ql50mwl 

τ F「問ceccy 145.980MH, 

※電池電圧は送信時の電庄値TR-2600と電池ケースの溝を合わせ，右にスライドさせます。

はずすときにはリリーズボタンを押して左にスライドさせてくだ

さし、

7 、ーー 『ーー『ーーー ． 冒ー
（マノガノ電，也〉 『ーー --

一一－斗
である口
－ーーー『一一ーーーードーーーーー－ー一一

4.3 運用時間
TR 2600の 1分送信， 3分受信の時間対電圧，パワー特性は右図

のようになっています。

このグラフはHIポジション（2.5W）で送信したものです。近距

離で交信するときにはLOWポジション（約0.3W）にすると電池の消

耗が少なくなり，運用時間を伸ばすことができます。

Power 
IW) 

、三で・

11 -..... ・司『R・司司・M－ 亡ご＝て三十・ーー←ー』・ーーーー－司』『ー四』四ーーl－－ 日。
30 60 90 

T刷医

運用時間

、
1: 
120 180 210 

(m,ccte) 
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ごイ吏用にあたって

4.4 電池電圧のチェック

運用中電圧が規定以下になりますとBATTインジケータの指針

が赤ゾーンを示しますのでバッテリーパソクを充電するか電池を

交換してください。

4.5 マイコンパックアップ用リチウム電池について

TR 2600にはマイクロコンビュータ のパックアップ電源とし

て， リチウム電池が内蔵きれています。従って， 7 ンガン電池等

の交換時でもメモリーが消える心配はありません。

リチウム電池の寿命は約 5年です。パワースイソチをON 

OFFする際に周波数の表示がおかしくなった場合には，セット背

面のリセットスイソチを押してくだきい。 7 イコンがリセソトき

れて，正常な周波数が表示されます。（但し，この場合メモリーは

コールサイン・テジタルコードを含め全て消えます。）

パワ スイッチをONOFFして周波数の表示がおかしくなった

場合は， リチウム電池の寿命を示していますので，お早日に交換

してください。

注）マイコンパックアップ用リチウム電池の交換は，必ずお買い

求めていただいた販売店又は最寄りのサービスステーション

で行なってください。

4.6 PB-26 NトCd（ニッケル・カドミウム）電池に

ついて

TR-2600用の別売オプションとして充電可能なNi-Cd電池PB

12 

26があります。アクティブに運用きれる方にはPB26をお推めし

ます。

PB 26の充電器としてBC-2，モービルスタンドMS 1，急速

充電の可能なベーススタンドST 2があります。

注） MS-1, ST-2は充電電流とは別にTR-2600にDC電源が供給

されますので，充電中も運用ができますが， BC・2は充電中に

は運用できません。

同
BC-2 

専用AC充電器

4.7 UL（アンロック）表示について

電源電圧又は，パックアップ用リチウム電池が異常に低下しま

すと周波数表示部分に“UL”字が表示されます。この状態では送

受信できませんのでご注意ください。

電源電圧低下に対しては，電池の交換および充電を行い，規定

の電圧にしますと正常動作となります。パックアップ用リチウム

電池の電圧低下に対してはリチウム電池を交換してください。



5. キーボードの操作方法
5.1 キーボードの操作一覧表

運 用 用 途 イ吏 用 キ 一 操 作

周波数の設定 日コまたはEユロコ一回コ 4または 5，次に 1-0を押す。

IOkHzステップのアップ／ダウン ーヨまたは直ヨ ステップ毎に押す

I Ok Hzアップ／ダウンのスキャンの始動 ーコまたは堕ヨ 1秒以上押して離す。

IOkHzスキャンの早送り ーコまたは直コ ｜秒以上押したままにする。離せば止まる。

ディスプレイ周波数のメモリー 匡コ，固ID.口コー匝コ F, M Rと押し， l一日でメモリー CHを指定。

メモリーチャンネルの呼び出し [M£訂， E口一匝ヨ MRを押し， 1-0でCHを指定。

メモリーチャンネルの消去 日ヨ， [Ml:臼， Eコ， E口一白コ F, MR, Fを押し， l一日でCHを指定。

メモリーチャンネルのロックアウ卜 固亘＋ロコ－［］コ MSを押したまま， CHを I一日で指定。

メモリーチャンネルのロックアウトの解除 匝国＋C::口一回コ MSを押したまま，ロックアウト CHを 1-0で指定。

メモリースキャンの開始 国亘 MSを押す。（DCLスイッチはOFF)

ビジー／空チャンネルスキャンストップの設点 Eコ，ロコ （ディスプレイ→固） F, 7を押す。繰返えすと交互に設定が入替わるロ

タイムリジュームスキャン／キャリアリジューム
日ヨ， Eコ （ディスプレイ→固） F, Bを押す。繰返えすと交互に設定が入替わる。スキャンの言量定

プログラムスキャンステップ周波数の設定 匝Bl.［］コ，直3 匡コ，直3 MR, Bを押し企でステップを決め， F，企を押す。

プログラムスキャンの開始（MB→ M9）（注） 匡コ，直コ F, Tを押す。

各スキャン動作の解除 ロロ Gを押す。

ディジタルコードの書き込み E豆口ON，固亘，ロコ一回コ DCLスイッチONでMSを押しl一日で5桁のコードを設定する。

ディジタルコードの呼び出し E 口ON, [MID DCLスイッチONでMSを押す。

テ2ィジタルコード表示から周波数表示への切替え ロロ 0を押す。

入力コールサインの呼び出し（確認） 由主口ON，巨コ， Eコ，直ヨ DCLスイッチONでF, 8，を押し，企を12回押す。

アラート動作の設定 Eヨ， Eコ F, Oを押す。

アラー卜動作の解除 匡コ， Eコ F, Oを再び押す。

（注） MBとM9にfMB (fM9の条件を満足する周波数がメモリーされていて，スキャンステップが設定されていること。 13 



キーボードの操作方法

5.2 周波数の設定

S STOP 

Gu 仁田
FUNCTION 

仁E D::J 
M 

[MB] 

『
円

最初に 4または

5を十甲す。

可9¥
2を押し，次に

｜を押す。

14 

TR 2600は144MHz帯のトランシーパーですので，周波数の設

定は，まず， 144MHzか145MHzを設定します。

次にlOOkHzの桁とlOkHzの桁を設定します。

（例） 145.210の設定

キー操作は巴u,W, ITJの順に押します。

ー一一一D;g;talChaan副 UnkSystem－一一ー

ーーーーD,g;talChannel L,nk System－一一

PRDG. S 

MS 
ALERT 

r・7』門
l吋コ.CI LI 

ー一一一－MEMORY ADDRESS一一一一一



5.3 IOkHzステップ／連続送り

PRIO. CH S STOP 

CD  Cg] 仁訂 [gJ 
FUNCTION 

仁百 E亘コ 仁E 仁E
BS/OS W!Elm TO/CO M 

仁芝コ 仁亘コ 仁亘コ 日直コ

一一o;g;talChannel L;nk System-

E
 

T
 

E

H

 

O

E

 

H
E
I
 

R
H
A
 

rヲI1, 
Nコ.c.,u 

一一一一－ MEMORY A日日目ESS

操作開始前のディスプレイ

°A 口広
アップするとき ダウンするとき

キーボードの操作方法

・ワンステップ操作

仁E を一度押すと 145.220となります。

もう一度押すと 145.230となります。

繰返して押すと

「一一一145.230一一寸
144. 000 145. 990 

の順で周波数がかわります。

仁口のキーでは上記と逆方向になります。

「凶220←凶230- I 
144:000 145.990 

・連続操作

仁E を1秒以上押して離すと下記のように繰返します。

ただし，信号を受信しているときは，約5秒間その周波数で止

まり，再び動作をはじめます。（ビジースキャンストップでタ

「－145.220→145.230 I イムオベレー

144'. 000 145: 990 テソドリジユ

亡Eのキーでは上記と逆方向になります0

・早送り

ムスキャン

に設定されて

いるとき）

亡日を 1秒以上押したままにすると，押している間ディスプレ

イは高速で下記のように繰返します。

I一一一－145.220
144:0⑪0 145.990 

IT]のキーでは上記の逆方向になります。

15 



キーボードの操作方法

5.4 ディスプレイ周波数のメモリー

PRIO CH 

o=JI仁E

BS/OS IW!!II豆沼lTO/CO 

[zコ日三日
PS(M8～9) I ALERT 
仁E

司
『
可
r一oを押す

16 

メモリーしようとする周波数を設定します。

D,g;tal Chancel L,nk System－ーーー

KEY LOCK 

CALL 

E
 

T
 

E

R

 

間

E
U

R

M

A

 

一「コ，，，パコ，C.,u 

一一一一－MEMORY AD回目ESS一一一一一

上図の周波数をメモリ CH3に書き込むには，キーを，口E ，団ii]'

cuの順に押します。

一一ー－o,g;talChannel L,nk System-

' ，－コ』円
l匂コ.LI U 
園
MEMORY ADDRESS一一一一

5
 

T
 

E

R

 

O

I

 

l

E

i

 

m円

M
岡
山
剛

同じ手順を繰返し， o:::J-[Q]のキーで10チャンネル分メモリー

できます。

メモリーに何も入力しない状態では周波数は145.000に設定されて

います。

メモリーCHOはCALLスイソチで呼び出すことができます。従っ

てCALLスイソチで，周波数をメインチャンネル(145.000）に設定

するときはメモリーCHOには， 145.000以外の周波数を入力しない

様にします。



5.5 メモリーチャンネルの呼び出し

PAID CH 

巨コl[I]

回 IDD
仁Zコ
BS/OS U亙置車率li!IITO/CO 

PS(MB～9) I ALERT 

可
司
竹

キーボードの操作方法

ー一一一o;g,talChannel Unk System－一一

PROG. S 

MS 
ALERT 

KEY LOCK 

CALL 
I LIQ円円,•-: ,.ouu 

一一一一一MEMORYADDRESS一一一一一

上図は現在のティスプレイ周波数とします。

一例として，メモリーチャンネルの 1, 2, 3, 5, 7, 8, 0 

に既に周波数が入力きれている場合，団Eキーを押しますと，デ

ィスプレイは下図のようになります。

一一ーo;g;ra1Channel L,nk System－一一一

S
 

T
 

E

R

 

E

E

 

l
s
－
 

M

n

M
開
削
則

. f ＇口円円
l吋，.ouu
E園固盟国自国
ME棚田目YADDRESS一一一一

次に巴E キーでメモリーCH3を指定しますとディスプレイは下図

のようになります。

ーョーo;g同lChannel Lmk System一一一

KEY LOCK 

CALL 
rコ，門
: '-fコ.c,u 
固

S
 

T
 

E

R

 

E

－
 

－

E

E

 

削

n
u聞
配
恥

一一一一－MEMORY ADDRESS一一一一一

17 



キーボードの操作方法

5.6 スキャンモードの設定

TR 2600では，多彩なスキャン動作を楽しめます。

スキャンの自動停止は，信号のあるチャンネルて、停止する方式

（ビジーストップ）と，信号のないチャンネルで停止する方式（オ

ープンストップ）をキーボード操作で選択できます。そして停止

後のスキャンの再開も，信号のあるなしにかかわらず約5秒後に，

18 

スキャンを再び始める方式（タイムリジュームスキャン）と，

ビジーストップ時は信号がなくなったとき，オープンストップ時

は信号が入ってきたときに，スキャンを再ぴ始める方式（キャリ

アオベレイテッドリジュームスキャン）を，キーボードで選択

できます。

各スキャンモードの設定は，次の操作をします。（各スキャンモ

ードの初期設定は，ビジ ストソプ，タイムリジュームスキャン

となっています。）

①口＇：：］＇ ez:::::Jキ を押しますと，ディスプレイに回が表示され，

オープンストップとなります。

②再度目ヨ， [zコキーを押しますと，ディスプレイ上の図表示が

消え，ビジーストソプにもどります。

③Eコ， ODキ を押しますと，ディスプレイに回が表示され，

キャリアオベレイテッドリジュームスキャンとなります。

④再度ロヨ， ODキーを押しますと，ディスプレイ上の図表示が

消え，タイムリジュームスキャンにもどります。

この様に，スキャンモードは上記の操作を組み合わせることに

より， 4種類の状態唱を選択できます。オートスキャン，メモリー

スキャン，プログラムスキャンは設定されたスキャンモードに応

じて，自動停止， 自動開始を行ないます。

例として，どのような局がでているかを深すときは，ビジース

トップと，タイムリジュ ムスキャンの組み合わせが便利です。



5.7 オートスキャン

＠山小
司

門

司

判

官

キーボードの操作方法

オートスキャン動作にするには，次の操作をします。

①スケルチツマミを時計方向にまわして，ザーというノイズを消

します。

②オートスキャンで周波数をUPする場合は， IT] キーを 1秒以

上押しつづけてから，離しますと， UPスキャンを開始します。

③DOWNする場合は， IT]キーを 1秒以上押しつづけてから離す

と， DOWNスキャンを開始します。

④スキャンの停止は，仁E ，亡口又は O:Dキーのどれか一つを押

せば止まります。

19 



キーボードの操作方法

5.8 メモリースキャン

PAIO CH 

回 ｜国｜園

田 IDDIC§:] 
BS/OS I~ I TO/CO 

[zコIDLJIOLJ 
P出｜品｜曾

スケJレチ 団松｛。 スキャン開始

肌毛トーS日l

市
スキャン停止

20 

ー一ーーDig,talChaanel Link System-

PROG. S 

MS 
ALERT 

l I可守門，，
1吋，.ouu

ー一一一－ MEMO目VA日目目ESS

上図は現在のディスプレイ周波数の例です。

現在， rn.rn. rn. m. rn. rn. mの各チャン
ネルにメモリーされているとします。

スケルチツマミを時計方向にまわして，ノイズが出ないように

調整して， DCLスイッチはOFFの状態にしておきます。

次に~キーを押しますと，ディスプレイ上のチャンネル表示

カヘ
「田→回→回→国→回→国→回寸

の順にスキャンします。

スキャン停止は［£：］キ を押します。スキャンの再開は，再び

口Eキーを押してくたーさい。また， PTTレバーを押すことにより，

スキャン停止するこ之もできます。



5.9 メモリーチャンネルのロックアウト

S.STOP 

CID OD  
FUNCTION 

C§:] 仁巴
M 

日IB]

冨「や＼
ー一一－D,g・talChaa.nel Unk System－一一ー

ー コ円安IPlDG. s 
l'-f~ .Cl U l~.s __ 
固目〓町

一一－MEMORYA岡田ESS一一一一
主甲しTこまま

『
日

ーメモリーCHロックアウトとは

メモリー CHロックアウトとは，メモリースキャン動作で不要

なメモリーチャンネルをスキャンから一時的に外しておくことで

す。この様にするとスキャンのスピードを上げることができます。

ただし，そのチャンネルのメモリーは消えません。

キーボードの操作方法

現在， Eコ， rn.rn. rn. 回， E〕，匝］の各 CHにメ
モリーきれているとします。

DCLスイッチはOFFにします。

I）あらかじめロックアウトチャンネルが決っている場合の手順

一例としてメモリ 2CH,5CH, 7CHをロックアウトする場合は，

団司キーを押したままOD' rn:::J ' ITJと押しますと，メモリ

ースキャン動作は下図の順で繰返します。

「回→回→回→回っ

これはCH2, CH5, CH7をロックアウトしたいときの方法です。

2）そのつど周波数を確認しながらロックアウトチャンネルを指定

する場合の手順

団司キーを押しますと，メモリースキャンが開始され，下図の

順で繰返します。

「回→回→回→回→回→回→回1
次に任意のチャンネル（例としてメモリーCH3）がディスプレイ

されたとき，口E キーを押したままにして（この時メモリーCH3

でスキャンが一旦停止します）巳Eのキーを押しますと， CH3が
スキャンから外れます。この手順を繰返し，一つ一つロックア

ウトチャンネルを設定します。

ロックアウト状態のときはCm]• IT] - [QJのキー操作でメモ

リーチャンネルを呼ぴ出したときスター7 ークが出ます。

21 



キーボードの操作方法

5.10 メモリーチャンネルのロックアウト解除

S STOP 

取
い

＼
「
／

園

田

国

十甲しfこまま

吋

22 

一一操作前の状態

現在，回，図，回，団，回， 国，固の各チャン

ネルにメモリーきれていると仮定します。

また，ロックアウトチャンネルは， 回， 回， 白とします

と，ロックアウトチャンネル解除前のスキャンは，下回のように

なっています。

「巴→団→回→囚寸

・ロックアウト解除手順

DCLスイッチをOFFにします。

[Jil§]キーを押したままで，仁gJ, DD, Czコとキーを押します

と，これらのチャンネルがメモリ スキャン重力イ乍にf夏帰します。

「巴→国→回→国→巴→回→回寸



5. 11 プログラムスキャン

可
＋
司
刊
一

司＋司…ポ一
『
＋
『

メモリーCH8の呼び出し メモリー 開始

一一プログラムスキャンとは

プログラムスキャンとは，メモリーCH8,9の周波数聞を任意の

スキャンステップでスキャン動作きせ，ビジーチャンネル，また

は空チャンネルを探す方法です。

スキャン範囲の設定

（例） 145.000MHzから145.800MHzまでスキャンきせる場合，メ

キーボードの操作方法

モリーの方法でCHSを145.000MHzに， CH9を145.800MHzに設定

します。この時， CHSはスキャン開始の周波数， CH9はスキャン

終了の周波数ですので， CHSより高い周波数を， CH9iこ選んでく

ださし、。

ステップ周波数の設定

最小ステ、ンフ。はlOkHz，最大ステップはCH9とCHSの差の周波数です0

・IOkHzの場合・
1) 団B]' [KJと押し，メモリーCHSと呼び出します。

ディスプレイは145.000となります。

2) [TIを一度押して，ディスプレイを145.010にします。

3) 仁EJ, [TIと押しますとビープ音を発し， lOkHzステップの

設定がメモリーされます。

・20kHzの場合：
1) CMBJ, [KJと押し，メモリーCHSを呼ぴ出します。

2) E口を 2度押し，ディスプレイを145.020にします。

3) [TI，仁E を押て，ビープ音を発し20kHzステソプの設定か

メモリ されます。同じ方法で，任意のステソプを設定でき

ます。亡日キーの代わりに，最初のスキャン周波数を仁口－

rn:Jの数字キーで入力し，その後口主コ， [TIを押す方法でも

ステップは設定きれます。

プログラムスキャンの開始

前記の設定が終わりましたら，仁EJ, 亡日と押しますと，プロ

グラムスキャンが開始きれます。

プログラムスキャンの解除

口；］ cl干ーを押すことにより，解除できます。

23 



キーボードの操作方法

5.12 アラート動作の設定

司
日
『
川

司
日
司
川

24 

・設定操作

口ヨ， [QJの順でキーを押しますと，ディスプレイは下図のよ

うになります。

PROG. S 

MS 
ALERT 

,,,C. C. C円
j’＇－i ~I. ~I ::JU 

一一－MEMORYA日ORESS

この設定を行ないますと，メモリーCHI(FRIO.CH）にメモリ

した周波数のモニターを行なし、ます。

ビシーストップの時， CHIがビジー（使用中）の場合はビープ音

（ピッピッ）で知らせます。この間隔は 6秒に 1回です。

なお，空チャンネルのときは，ビ プ音は出ません。

・解除操作

仁E，亡E の順でキーを押しますと，ディスプレイ上の惨マー

クが消え，アラート動作が解除きれます。

・口:::J, IT]の順でキ 操作を行い，ディスプレイ上lこ園の表示

が出ているときば，空チャンネルスキャン動作となり， CHIが

空チャンネルであればビープ音（ピッピッ）の音を出して知らせ

ます。



5. 13 メモリーチャンネルの消去

~→吋

~→~ 

キーボードの操作方法

一ーーD唱，talChaon凶 L;nkSystem－一一

CALL 

,-c円円
l吋コ.uuu

一一一一－MEMO目YA日DRESS一一一一一

PROG. S 

MS 
ALERT 

上図は現在のディスプレイ周波数の例です。

一例として，キ 操作を仁白， O,jfilと押しますと，ディスプレ

イは下図のようになったとします。

一一－o;g阻 lChannel L,nk System-

門
U
固一一

円
U
国一

m

r
D
E一酬

rコ
固
一
川

」
園
一
M

，
，
園
田
一
一
剛

回一一

S
 

T
 

E

R

 

O

E

 

－

s
－
 

m
n
u閉
劃
釦

次にキー操作を仁EJ,CDと押しますと，ディスプレイは145.000

と， CH3が表示きれ， 16ページの操作例で入カした145.210MHzは

メモリーCH3から消えたことになります。

一一o;g,talChannel L,nk System-

KEY LOCK 

CALL 
「門円円
l吋コ0I_ILILI 
園

一一一一－MEM自由YAD日目ESS一一一一一

PROG. S 

MS 
ALERT 

25 



キーボードの操作方法

5. 14 ディジタルコードのメモリー

直豆口スイッチはON

I 2 3 4 
.,,,-----＇～＼＼省、

口霊E [M§] 

¥ ) 
5432 I 22472 

、～一日E----

・デジタルコードとは？

任意に組合せられた， 00 0 0 0～ 9 9 9 9 9までの5桁のコ

ードで， DCLシステムが動作するための基本となる認識用コー

ドです。同一デジタルコードの受信により，接続周波数の移動

ができます。

ディジタルコードの選択

・ディジタルコードのメモリ一手順

l)DCLスイッチを ONにしておきます。

26 

2）団亘キーを押します。ディジタルコードが未入力であればディ

スプレイは00000のようになります。
3）例えば，ディジタルコードを 12 3 4 5と設定するには亡白，

巴E ，巴D,G:J，巴日の）I頂でキーを押します。

ーーーーD;gitalChaaael Liak System司ー一ーー

旺y~::~ [ ！日sI ~}::;5 

4）手順2), 3）を繰り返し， 3種類のディジタルコードがメモリー

できます。

5）メモリーしたティジタルコ ドの書き換えは， 1), 2), 3）の手

順で行ないます0

・ディジタルコードの選択

l)DCLスイッチをONにします。

2）メモリ した 3種類のディジタルコードのなかから口重コキーを

押して選び出します。

一例として左図の様にディジタルコードがメモリーされてい

る場合は現在のディジタルコードが 12 3 4 5で， 5 4 3 2 1 

を呼び出したい時は日E キーを更に 2回押します。

・ディジタルコード表示から周波数表示への切替えは，ロ2 キー

を押しますと周波数表示に戻ります。

・出荷時，デジタルコードは， 3チャンネルとも， 0 0 0 0 0に

なっています。



5.15 コールサインの確認

I FA. 

一司
3. DCLの項（PIO）の“コールサインの設定”で書き込んだ

コールサインはメモリーされていますので，いつでも読み出して

確認することができます。

操作は下記の通りです。

①DCLスイッチをONにします。

②口ヨキー，口Eキーを押すとディスプレイに・が表示されます。

③亡ロキーを 2回押しますと，最初のアスキーコードが表示され

キーボードの操作方法

④仁Eキーとつづけて2回つ、つ押すと，順次コールサインのアス

キーコードが表示されます。

⑤Eロキーを12回押しますと，コールサインの最後の6桁目のア

スキーコードが表示されるとともに，ビープ音が聞こえて，

を押す前の周波数表示に戻ります。

コールサイン表示中は，受信，送信機能は停止します。

例： JAIYKXの場合

操作 ディスプレイ

盟国田富田

O::J E亘コ

[I]( I回目）

[TI( 2回目）

[IJ(3園田）

[IJ(I l回目）

[IJ(12園田）

↓ 

ビープ音

↓ 

．市

:. i吋
2.b 

b・B
b.88 

周波数表示になります。
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6. 交信のしかた

2m帯のVHFて、は， JARL（日本アマチュア無線連盟）の推奨パ 局します。（周波数の設定については，キーボードの操作方法を

ンド使用区分が決められていますので，ルールに従って運用され 参照）

るよう希望いたします。 5. SQL（スケルチ）ツ7 ミを，適当なレベルに調節します。

運用にあたっては混乱が生じぬよう，十分な配慮をお願いいた

します。 6.2 送 信

図 5 JARL 144MHz帯使用区分

巳至F里ゴ
1・，.o舵00刷問。 1450 40C 450 .500 

1 キーボードを操作して，希望するチャンネルにする。

2.他局が通話していないことを確認してください。

3. PTTスイッチを押して，スピーカーに向ってしゃべる。この

とき， ONAIRインジケーターが点灯します。本機と口との間隔

は 5-10cmが適当です。

6.3 DCLシステムの運用
（注I) 144 OOOMHz-144.02臥AHzの周波数は，月面反射通信，流星散乱通信，オーロラ反射通信など
に使用する。 デジタルチャンネルリンクシステム（DCLS)

（注2) 144. IOOMHz-144.200MHzの周波数帯は，主として遠距離通信に使用する。
（注3) 144.500MHz～ 145.600MHzの周漬数帯のFM電波の占有周渡数帯幅は.16kHz以下とする。 1. DCLシステムが動作するための条件
（注4)FM系によるR廿 Y.SSTV及びFAXの運用は，144.SOOMHz-145. OOOMHz.＆ぴ全電波型式の周 ①コールサインが書き込まれていること（p 10参照）。
波数帯を使用する。

6. 1 受 信

1. VOL（音量）ツ7 ミをONします。と同時にLCDパネル内に周

波数が表示されます。

2. SQL（スケルチ）ツ？ミを反時計方向いっぱいに回します。

3. VOL（音量）ツ7 ミを時計方向に回し， ノイズの大きさを適当

なレベルにします。

4. キーボードのE口一仁田各キーとo::J・仁E キーを使って選

28 

②相手局とのデジタルコードが一致していること。

③TX・ STOP SWがOFFであること。

(DCL制御信号を送信できなくなるため）

以上の条件を満足しないと DCLシステムは動作しませんので，

ご注意ください。
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2.操作手順・…基本操作を以下に示します。

操 作 動 作 備考及び注意点

DCLスイッチを ON DCLシステムを動作状態にします。 この状態では，送信の｜努，常にDCL制御信号が送信され

にします。 ます。

デジタルコードの確 日E キーを押すと，自局のデジタルコードを表示しま デジタルコード表示中は，送信できません。

認します。 す。相手局と一致しているか確認して，仁E キーを押し デジタルコードの設定については，（P26）をご覧くださ

て，周波数を表示に戻します。 し、。

SQ.VOL臨界点にセ SQ.VOLをノイズが消えるイ立置にセットします。 スケルチが聞いていると，マイクロコンビュータが全チ

ットしますロ ャンネJレ使用中と判断して，空チャンネルが見つからな

くなるためです。

CHL （チャンネJレリ CHLスイッチを押すと， CHLインジケーターが点滅して 空チャンネルがみつからないときは， PTTレバーにて空

ンク）スイッチを 空チャンネルをランダムに探しに行きます。このとき周 チャンネル探しの動作を解除することができます。この

ONします。 波数表示も空チャンネル周波数を表示します。空チャン 場合，周波数は元のスタートチャンネルに戻ります。

ネルが見つかると，元のスタートチャンネルに戻り，自

動的に制御信号を送信して，再ぴ空チャンネルへ移りま 空チャンネルが見つかってスタートチャンネルで，帝IJ御

す。このとき，制御信号を同ーのデジタルコードの相手 信号を自動送信する｜努，他局の信号があると，受信モニ

局が，スタートチャンネルで受信すると，相手局も同じ ター状態のままとなり，「他局の信号がなくなるまで」自

空チャンネルに移りますロ空チャンネルへ移りますと， 動送信されません。このようなときは，状況をよく判断

チャンネル接続の動作が完了したことを示すCHLインジ しながらPTTレバーにて強制的に制御信号を送信するこ

ケーターが点灯します。 とができます。

相手局も空チャンネ 通常QSOにて相手局も空チャンネルへ移ってきたか，確 CHLインジケーターが点灯中は，デジタルコードが一致

ルへ移ってきたか確 認します。 しでも，他局に引き込まれることはありません。

認、

QSO DCL SW OFF・・・…通常QSO DCL ONでは送信の初めと終わりに，制御信号が発射さ

れますが，チャンネル接続動作完了後は，制御信号が不

要となりますのでDCLSWをOFFにします。

QSOの終了 DCL SWをOFFにしたままのときは， DCLSW  ONに CHLインジケーターが点灯したままでは，次のDCL動作

して， R,ESETSWにてCHLインジケーターを消してく に移れないためです。

fごさい。
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3. DCLシステム実施例

引き込む局・・・A 局 待ち受け局一..B局

デジタルコード・・・・・・ 12 3 4 5 

今， 145.000MHz （コールチャンネル）で， A局と B局が交信中，空チャンネルに移ることになったときは，次の操作をします。（この場

合， 145.000MHzをスタートチャンネルと呼びます）

B 局

DCLスイッチON

f
I
M
－－阿
l
l

目、

間

IT]正E 出E

一
回

院YLOC鴻

cm 
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A 局

デジタルコ ドの確認

口国キーにてデジタルコ ドを確

認して仁E キーにて周波数表示に
戻します。

スケノレチボリウムをノイズの消える

位置にセットします。

DCLスイッチON

-01g1tal Channel Link Svstem-

KE LOCK!< 

cmi,.-

→一一一一副因110RYADDRESS一一一一一

PRIO.CH 

仁口正E 出訂

デジタルコードの確認

仁亙訂キーにてデジタルコードを確

認して Cg]キーにて周波数表示に

戻します。
百｜品｜胃
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A 局

m1nlliのCHLスイッチを 1』］押します。

CHLインジケ ターが点滅して，空チャ

ンネルを探しに行きます。（仮に空チャン

ネルを145.32MHzとします。）

空チャンネル145.32MHzが見つかると，

スタートチャンネルにもどり空であるこ

とをチェックしてから，自動的に制御信

号を送信します。

空チャンネルに移ります。 CHLインジケ タ が点灯して，ビ

プ音（ピピピ・）で接続動作の終了を知らせます。

一
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B 局

そのまま待機
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四

t

山

川
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院

制御信号を受信します。

空チャンネノレに引き込まれると同時に， CHLインジケ ターが点

灯して， ビーフ。音（ピピビ・・）で接続動作の終了を知らせます。

一
四
一

一
『
ゴ
一
哩

一
「
守
｝
一
唖

Y
 
s
 

n『ι川リ希望白目レ、不ンヤチ空

4.他機能及び注意点

DCLシステムは，次のような機能を有していはす。

①リコール機能ー CHLスイッチ

自局は空チャンネルへQSYしたが，相手局がQSYしてこない

場合，相手局が何らかの理由（スタートチャンネルて1昆信，妨

害などを受ける）で，空チャンネルへ引き込まれなかったとき，

CHLインジケーターが点灯している状態で，再度CHLスイッ

チを押せば再び相手局を引き込む動作を行し、ます。 CHLが点灯

している聞は何度でも行えます。 31 
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②リセット機能 RESETスイッチ

CHLインジケーターを消し，チャンネルの接続状態を解除しま

す。ここでCHLスイッチを押せば，このチャンネルをスタート

チャンネルとして新たな接続動作を開始します。

③リパース機能－ RESETスイッチ

接続動作終了後， リコ ル動作を何度行っても，相手局が空チ

ャンネルに移って来ないとき，例えば前項のA局とB局の場合，

B局が空チャンネルに移って未ないとき（DCLシステムを ON

していなかった，またはB局に強い混信があったときなど） A 

局はリセットスイッチを 1屈押して CHLインジケーターを消

し（リセット機能），更にリセットスイッチを押すとスタート

チャンネルにもどリます。そしてスタートチャンネルで， B局

に指示した後，更に 1回押して空チャンネルにもどる機能のこ

とです。（この機能は， リセット機能と連動しています。）

④待ち受け時，スキップ周波数の設定

ある特定のチャンネルには， どうしても引き込まれたくない場

合は，そのチャンネル周波数を，メモリー7CHにメモリーすれ

ば，引き込まれません。

⑤空チャンネルの判定

本機のDCLシステムは，スケルチボリウムでスケルチが聞くよ

うに設定されたレベル以下の信号が，約 1.0秒間無い状態を空

チャンネルと判断していますが，状況の変化によっては，接続

された周波数が空て引ない場合もありますので，チャンネルチェ

ックは必ず行なうようにしてください。

⑥空チャンネル探し

空チャンネル探しは， FM電波の使用可能バンド内 (144.52-

145. 78MHz）を20kHzステップでランタムに千子ないますが，

145.000, 145.500及ぴメモリー7の内容（周波数）をスキップ

して行ないます。（ただし接続動作時スタートの周波数は， どこ

からでも可能です。）
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⑦局が出ていると自動送信しない。

DCLシステムによる接続動作では，引き込む局が空チャンネル

を探し出し，スタ トチャンネルで自動送信をしようとすると

きに，他の局が出ていると自動送信をせずに，その局がいなく

なるまで待ってから自動送信をします。

例えば10頁の例では，A局が空チャンネルを探しにいっている間

に， 145.000MHzに他の局（C局）が出てきてしまった場合， C

局がいなくなるまで自動送信をしません。 したがってC局がい
なくなるまで待つ必要があります。

このような場合，受信モニター状態となりますので，状況に応

じてPTTを押し，マニュアル操作で送信することができます。

⑧スキャン

スキャン中は，接続動作はできません。

⑨プライオリティアラート

プライオリティアラート ON時に接続動作をしますと，プライ

オリティアラートを解除してから接続動作がスタートします。

⑩相手局を引き込まない。

相手局の状況（DCLスイッチ OFF，デジタルコードの不一

致等）' i.昆信，電波の伝播状態，マイクロコンビューターの過渡
現象， ノイズ等によって，空チャンネルへの接続がてやきない場

合も生じます。

⑪PTTスイッチによる普通の送信について

DCLシステムスイッチがONの状態では，送信の初めに制御信

号（データ）が約0.2秒入りますので，一呼吸の聞をとってから

話しましょう。又送信の終了にも制御信号が同様に入りますの

でPTTをはなしでも約0.2秒送信状態のままとなります。

⑬CHLインジケータ一点灯中の接続動作
インジケータ一点灯中（接続動作終了後）は絶対に引き込まれ

ることはありません。これは誤動作等により再度別の空チャン

ネルに引き込まれることを防止しています。



7. 運用にあたってのご注意

電波を発射する前に JAIA 

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があ

り運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発

射するとアマチュア局が電波法令を満足していても，不測の

電波障害が発生することがあり，移動運用の際にはじゅうぶ

んご注意ください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場

合は管理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車両内，業務用無線局

及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則 第 9章アマチュア局の運用（発射

の制限等）

第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の

運用又は放送の受信に支障を与え，若しくは与えるお

それがあるときは，すみやかに当該周波数による電波

の発射を中止しなければならない。以下略

最近アマチュア局の運用，特に都会地の人家密集地帯等での運

用が，時としてテレビ，ラジオ，ステレオ等に対する電波障害を

生じ社会的問題となる場合が見受けられます。もちろんアマチ

ュア局側にすべての責任がある訳ではなし機器メーカーといた

しましても，スプリアス等の不要轄射の発射を極力減らし，質の

良い電波の発射ができるように，念入りに調整，検査を行って出

荷しております。もし運用中，上記の電波障害を生じた場合には，

次の事項にご注意を願って対処きれ，正しく楽しい運用をきれる

ようお願いいたします。

アマチュア局は，自局の発射する電波がテレビ，ラジオ，ステ

レオ等の受信や再生に障害を与えたり障害を受けている旨の連絡

を受けた場合には，電波法令（運用規則 258条）に従って，直ち

に電波の発射を中止し，障害の程度，有無を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，次

のような方法で，送信側の原因か受信側の原因かの見極めつけ

てくだきい。テレビ受信機，ステレオ，ラジオ受信機にアマチュ

ア局の電波が混入する原因としては，次のものに大別できます。

①送信機からのスプリアス（特に高調波）等によるもの。

②送信機からの基本波によるもの。

①の場合には，テレビ受像機やFMチューナ一等では特定のチ

ャンネルや周波数で混信を起こしますから，混信するチャンネル

や周波数が送信周波数と高調波関係にあるかどうかチェックして

くだきい。

このような場合には，テレビ受像機やFMチューナー側で対策

することが困難ですので，アマチュア局の発射電波の高調波を，

更に減らすようにしなければなりません（送信側での対策）。

②の場合には，テレビ受像機の全チャンネルや高調波関係にな

いチャンネル等に混信を起こします。この場合には，テレビ受像

機やFMチューナ一等で基本波を除去する対策をしないかぎり，

アマチュア局側で防止することは非常に難かしくなります（受信

側での対策）。
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以上の外，例えは、受信アンテナの接触不良で混変調を生じたり

（受信側の原因），アースが不完全で、あったり（送信側の原因），ス

テレオアンプ等の場合，スピーカーコードが長すぎて電波が混入

したりするケースもあり，原因も種々ありますが，送信側の原因

か受信側の原因かを見極めることが重要となります。

原因の見極めをつけた状態で対策をとる訳ですが，原因が送信

側にあると考えられる場合，アンテナとのマッチングをよくとる

こと，送信機の接地を完全にすることなどが有効です。

以上の外，送信機が明らかに異状動作（例えば，発振等）をし

ている場合，寄生振動や高調波スプリアスの輯射が増え，送信機

からの障害も増えますので，このような場合には，最寄りのトリ

オ通信機営業所，サービスに，修理，調整を申しつけられますよ

う，お願いいたします。

受信側での原因による障害は，その対策は単に技術的な問題に

止まらず，近所での交際上もなかなか難しい場合が見受けられま

す。 JARL（日本アマチュア無線連盟）では，アマチュア局側の串

し出により，その対策と障害防止の相談を受けておりますので，

JARLの監査指導委員または， JARL事務局に申し出られると良

い結果が得られると思います。

また， JARLではアマチュア局の電波障害対策の手引きとして

「TVI・ステレオ I対策ノート」を有料（ 1部50円干60円）で配布

しておりますから，事務局に申し込みください。

日本アマチュア無線連盟（JARL)

東京都豊島区巣鴨1丁目14-2 CQビル

TEL (03) 947-8221 （代）干170
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日本におけるテレビ放送のチャンネル

・VHFTV周波数
チャンネル

千告： 域 幅 映像周波数
(MHz) (MHz) 

1 90～ 96 91. 25 

2 96-102 97.25 

3 102～ 108 103.25 

4 170-176 171. 25 

5 176-182 177..25 

6 182-188 183.25 

7 188-194 189.25 

8 192～ 198 193.25 

9 198～204 199.25 

10 204-210 205.25 

11 210-216 211. 25 

12 216～ 222 217.25 

UHF TV周波数

音声搬送波
(MHz) 

95.75 

101.75 

107.75 

175.75 

181.75 

187.75 

193.75 

197.75 

203.75 

209.75 

215.75 

221. 75 

470MHzから700MHzまでの 6MHz間隔で50チャンネル（470-

476MHzニ第13チャンネル， 764～770MHz＝第62チャンネル）。



アクセサリー

TR-2600をより有効にご利用いただくために，つぎのようなア

クセサリーが用意きれています。

0Ni-Cd（ニッケルカドミウム）電池 PB-26

アクティプに運用される方でしたら，充電可能なPB26を御薦

めします。充電器としてオプションのBC 2, ST-2, MS-1が

あります。

＠ベーススタンド ST-2 

TR 2600を固定運用とする場合に便利なベーススタンドです。

また，独立した急速充電回路が内蔵されておりますので，オプショ

ンのNi-Cdバッテリ－PB26を約1.5時間で充電することができま

す。 DC電源がTR-2600に供給きれますので，充電中に運用がで

きます。

＠モービルスタンド MS-1 

TR-2600をモービル運用とする場合に便利なモービルスタンド

です。PB26用の充電器とDCDC電源が内蔵されており，カー

ッテリーで泌！日できるようになっています。

C)ACチャージャー BC-2 

オプションのNiCd電池PB26用の充電器です。

充電時間は約15時間です。

＠ソフトケース SC-9 

TR-2600とマッチしたソフトケースです。

機動性向上のために，ショルダーバンド（アンテナポケット付）

と，ベルト等に簡単に操着できるクリンプが付属しております。

0DC-DCコンパータ DC-26 

ovox付ヘッドセット HMC-1 

＠スピーカ一マイクロホン SMC-30 

＠外部バッテリーケース EB-3 

＠コールサインディスプレイ CD-10 

本機に接続することにより 相手局（DCLシステム内蔵の場合）

のコールサインがモニターできます。

＠イヤホン（プチホンタイプ） HS-8 

＠マンガン電池ケース BT-3 
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PB-26 

ST・2

。C-26

HMC・1

SMC-30 

BC-2 

eに
MS-1 
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「ふ二五平ゐ最瓦下手五二長一一一一一ー
運用用途 ｜ 使用キー ｜ 操 作

周波数の設定 1固または回 国～回 I ，または 5 次に I-0を押すB

IOkH2ア， 7 ダウンのスキャン

の始動
l秒以上押して離すロ

10kH7ステッブのアジフ／タウ／ ｜白日または直口 ステップ毎に押す。

10kH7スキャンの早送り 蓮司または恒日

邑司またi率直ヨ

押したままにする固離せば止まる。

F, MRと押し。 I Oでメモリ CH令

指定固
ディスプレイ周波数のメモリー ｜口己， IJill'自， Eロ ロロ

〆モ ＇） テヤノネルのロックアウ

メモリ チヤノネル町呼び出し I［面jj], C:口～匝コ

MSを押したまま CHを l～ロで指定固

MRを押し， l～OでCrを指定。

メモリーチヤノネルの消去 ｜匡ゴ， [MjjJ Eヨ。ロコ～回 IF, MR Fを押し l ～ D でCH~j旨t

[Mli]＋ロコロロ

メモリ テャンネルのロックアウ

トの解時

メモリースキヤノの開始

＝十回口口
MSを千平したまま，ロックアウト CHを l

-0で指定。

MSを押す，（DCLスイ yチはOFF)匹国

37 ヒン ／空チャンネルスキヤノス
I uコ巴

トyプの設点

カ定実互交とすえ返繰す押を

る
7

わ替

F

入
咽イレプスイデ



申請書の書き方

本機により，アマチュア無線局を申請する場合は．市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してください。

また，本機は， JARL登録機種ですから，保証願に登録番号T84を記載することにより．送信機系統図を省略することができ

ます。

無線局事項書
21希望する周複数町範囲．空中線電力，電機的型式

周波数響

144 M 

空中線’11,
(WJ 

10 

1lt穫の型式

F, , F, 

22工事設計

発射可能な
電援の型式

周放a位向範
岡

変調的

1i 式

目野管 ｜名柑段

轟虫軍主

その他工事量計

第 1 送信機 第2送信機

WMH，管 F,,F, 

リアクタンス変調

2SC19'7X I X 

8.4 V 5.0 W V W 

調際

電波法11¥3章に超定する条件に合致している．

保 証願

無 線 股 備 等

周波数 空中線電力 電波町型式

＼ 畳揖圃種田畳録番号若し〈はt,肱又はWMH, 10 W F,, F, 発射可能な電波町別式．周複数の範問

送
MH, w 務1送削機 T84 

MH, w 第2送信揖

td 
MH, w 第3送信醐

MH, w 第4送信機

構
MH, w 第5送信檀

MH, w 第6送信機

・蝿使用する送信空中線の型式を記入して〈ださい。無線局事項書の「21」欄希望する周波数の範囲，空中線電力，電波の

適用用途 使用キー 操 作

タイムリジュームスキャン／キャ l IF, 9を押す固韓返えすと交互に2安定が
I Clヨ， Eコ （ディスプレイ→園）｜

りアリジュ ムスキャνの設定 I l入管わる．

プログラムスキャンステップ周護

教の議定
CM1il. ［［），ー口， Eコ， Eヨ

プログラムスキャンの開始（MB→ I

｜ロヨ，哩ヨ
M9) （，主） ' 

各スキャン働作の解晴

デインタルコ ドの書き込み

デイ yタルコ ドの呼び出し

ディジタルコード表示かb周遊数

表示への咽替え

ロ2

E ロ ON, !MID. ［ローロロ

E互ロON，固亙

ロロ

入力コールサインの呼ぴ出し（確
1＝コON, IT]，日ユーョ

認｝

アラート動作の2量定

アラート働作の解障

口ヨ．日ロ

巨コ．ロロ

MR, 8を押し企でステ yプを決め， F

企を押す固

F. Tを押すm

Cを押す円

DCLスイ yチONでMSを押し I-0で5

桁由コ ドを設定するn

DCLスイνチONでMSを3申す

Gを守早す山

DCLスイνテONでF, 8, を守甲し目企を

12固押すF

F, Oを押すA

F, Bを再び仰す

〈，主） MBとM9にfMs<b仰の条件を満足する周，.数ヵ、メモリーされていて，スキャム〆ステッブがZ量定されていること
38 

型式のうち「空中線電力」については下記にしたがって記入してく

ださい。

空中線電力JOW以下「JOW」



TR-2600送信機系統図

LA6458S 

MODEM 

MOD 
MA856 

144MHz 

MIX 130.800 OSC 

39 
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TR-2600定格

〔一般仕様〕

使用半導体数マイコン…一……2個

トランジスタ・一・・・47個

FET・・・・・・・・・・・・・一 21固

IC・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71固

ダイオード………46個

液晶パネル……… 1個

周波数範囲 144.000-145. 990 MHz 

電 波 形 式 F3,F2(DCLシステムの制御信号）

チャンネル数 200チャンネル

メモリーチャンネル数 10チャンネル

使用温度範囲 2o・c－十50・c
空中線インピーダンス 50Q 

基準動作電圧および動作範囲 8.4V士25%

消 費 電 流メモリーパックアップ時

寸

重

(DC8.4V にて）（電源OFF)

受信待受時

lμA以下

品包30mA

送信時 HI (2.5W) BOOmA以下

LOW（約300mW) 400mA以下

法 （突起物を含む最大寸法）

幅66(68）×高き176(186）×厚き40(40）皿

（マンガン電池装着時）

量約510g （含マンガン電池，アンテナ）

約520g （含， NiCd電池，アンテナ）

【送信部〕

送信出力 HI 2.5W 

LOW 約300mW

変 調 方 式リアクタンス変調

（可変リアクタンス周波数変調）

最大周波数偏移 土 5kHz

有ミ 要 幅 射 -60dB以下

使用マイクロホン エレクトレ y トコンデンサータイプ

〔受信部〕

受 f言 方

中 問 周 波

受 f言 感

式

数

度

ダブルスーパーヘテロダイン

第1 IF 10.7MHz 

第2 I F 455kHz 

-6dBμ(0.5μV）入力にて

S/N 2SdB以上

12dBμ SINAD感度－12dBμ

(0.25μV）以下

スケルチ感度ー14dBμ(0.2μV）以下

通過帯域幅 12kHz( 6 dB) 

24kHz (-40dB) 

低周波出力 400mW

(10%歪， 8 Q負荷時）

・測定法はJAIAてe定めた測定法による。

圃ごf主意定格は技術開発に伴い変更になる場合があります。

41 



メモ
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メモ
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